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概要 
本研究では，Vision Transformerを用いて顔の魅力を
予測するモデルを構築した．構築したモデルの
Attention 機構を用いて，魅力の予測において重要な特
徴を可視化した．その結果，魅力度の高い顔画像の場
合に特に，目の領域が活性する傾向が見られた．この
結果は心理学研究で報告されている知見と整合的であ
った．本アプローチは，顔魅力に関与する特徴の理解
に有効であることが示唆された． 
 
キーワード： Vision Transformer, 顔魅力  (facial 

attractiveness) 

1. 序論 

顔の魅力は社会的に重要な要素であるため，その要

因については多くの研究が行われてきた．対称性，平

均性，性的二型性は顔魅力において重要であることが

知られており，これらの要因については既に多数の報

告がある [1]．しかしながら，実験的手法だけでは顔の

魅力に影響を与える要因を網羅的に検討することは困

難であるため，近年ではデータ駆動型アプローチ[2]が

注目されている．この手法には，3D モデリング[3]，

幾何学的形態測定法による分析[4]，画像統計的分析[5]，

そして深層学習を用いた解析[6-9]も始まりつつある．

例えば，肌，滑らかさ，明るさの情報を用いた畳み込

みニューラルネットワーク(CNN)モデルが魅力予測の

精度向上に有効であることや[6]，その予測においては

目や口などの特徴が魅力予測に重要であることが報告

されている[7]．また，筆者は以前の研究においては，

CNNと gradient-weighted class activation mapping 

(Grad-CAM)[8]を用いることで，性的二型性に関連す

る特徴が重要な特徴として抽出された[9]． 

このように，これまでの深層学習を用いた先行研究

では，CNNに基づくモデルが主流であったが[6-9]，近

年の画像認識の分野では，CNN に代わって Vision 

Transformer(ViT)モデル[10]が注目されている．CNN

は比較的画像のテクスチャ等の情報に注目する一方で

[11]，Vision Transformer はより形態的な特徴に注目

することが知られている[12]．顔は，肌やテクスチャな

どの情報に加え，顔のパーツ，輪郭といったよりまと

まりのある特徴によって構成されているため，ViT で

の顔魅力要因の探索を行うことは有用であると考えら

れる．そこで本研究は，ViT モデルを用いて顔魅力に

重要な特徴を抽出し，心理学的知見との対応を調査す

ることを目的とする． 

2. 方法 

データセットは SCUT-FBP5500[13]を用いた．このデ

ータセットには，アジア人男性画像 2000枚，アジア人

女性画像 2000枚，白人女性画像 750枚，白人男性画像

750 枚が含まれており，各画像には，魅力的かどうか

を示す美しさスコアが付与されており，本研究ではこ

れを魅力の指標として扱った．これらの画像を用いて，

ViTモデルを構築し，ベンチマークとして単純な CNN

モデルと比較して精度を向上させることができるかど

うかを確認した．画像性別による違いを確認するため

に，画像は性別ごとに分けてモデルを構築した．精度

の指標として，画像ラベル値と予測結果のピアソン相

関を使用し，3 分割のクロスバリデーション法により

検証を行った．ベンチマークモデルには 6層のCNNモ

デルを構築し，CNN層の直後にBatch normalization層，

2層目ごとにMax pooling層を設置した．Vitモデルは

vit-kerasを使用して構築した．各モデルにおいて，最適

化関数は SGDに，バッチサイズは 160に，エポックは

500に，学習率は 0.005に固定した．精度検証の後，ViT

モデルを用いて，モデルがどの顔特徴を重要と判断し

ているかについてモデル内のAttention機構を用いて可

視化を行った．可視化は，各男女画像の魅力ラベルを

用いて，上位 50点を高魅力度画像，中位 50点を中魅

力度画像，下位 50点を低魅力度画像として抽出し，各

顔画像を重ね合わせ平均化した．平均化の際，ランド

マーク情報が欠落している男性画像を 1 枚除外した．

分析はKeras/TensorFlow (version 2.8.0) ，Python (version 

3.9.7)によって行われ，モーフィングは Python ライブ

ラリの facemorpherを使用した． 
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3. 結果・考察 

検証の結果，男性画像の場合は，ViT モデルのピア

ソン相関平均値は 0.796，CNN モデルのピアソン相関

平均値は 0.765となり，女性画像の場合は，ViTモデル

のピアソン相関平均値は 0.788，CNN モデルのピアソ

ン相関平均値は 0.769となり，ViTモデルの精度が高い

ことが示された．次に，男女画像それぞれにおいて，

全データを学習したViTモデルのAttention機構により

顔魅力に重要な特徴の可視化を行った(図 1，図 2)．そ

の結果，男性画像，女性画像のどちらも，特に魅力得

点の高い顔画像の場合は目の領域が重要な領域である

ことが確認できた．目が顔全体の魅力度評価に大きな

影響を与えること [14]や，目と皮膚の間の輝度コント

ラストが性的二型性や魅力に関連すること[15, 16]が心

理学研究により知られている．また，本研究の結果は，

CNN ベースの手法を用いた先行研究の結果と概ね一

致する[9]が，先行研究と比較して目の活性領域はより

形態部分に絞られているように見える．CNNは比較的

画像のテクスチャ等の情報に注目する一方で[11]，

Vision Transformer は形態情報に注目する[12]といった

モデルによる特性が影響しているのかもしれない．こ

れらの結果が，人の実際の注意の傾向とどのように対

応づいているかについては，心理実験の組み合わせ等

による詳細の調査が今後必要となる． 

 

図 1 男性画像の魅力予測に重要な特徴の可視化結果 

 

図 2 女性画像の魅力予測に重要な特徴の可視化結果 
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